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れは A をマジョリティ文化、B を異質な文化とするならば A ＋ B ＝
A という B に A の文化を押し付けることが「同化」であり、A ＋ B
＝ A ＋ B というように、異質な文化を尊重するものの、A は固定し
たままであることが「統合」である。そして A ＋ B ＝ C というよう
に文化的異質性を相互豊饒化の契機にした B との共存を図るために
A そのものが変容するものが「共生」であるという。




























































2012 年における川崎市の外国人住民は全体 1,422,633 人のうち





















































































2007 年における新宿区の全体人口 278,181 人のうち外国人登録者数
は 31,336 人であり、外国人比率は 11％を占める。その中でも大久保




















化は 1989 年であるが、実際は 80 年代になると観光目的の旅券発行は






























































































数は７万を超えており、在籍学校数は全体 36,483 校のうち 6,423 校で、



























































































































































































（Intercultural Education Society of Japan）」や「日本国際理解教育




























































































































































































































































































































































海道」2002 年 11 月 12 日。






































































21 百瀬宏『国際関係学』東京大学出版会、1993 年、232 頁。
22 文部科学省『中学校学習指導要領解説　外国語編』開隆堂、2008 年、53 頁。
23 前掲書、同頁。




















が　クラスメイトは外国人─多文化共生 20 の物語』明石書店、2009 年。
33 教諭は「（母文化に対して差別的な）問題があれば、親御さんはすぐに学校
へ飛んでくる。どうか慎重に授業をつくって欲しい」とコメントした。
34 「さんねん峠」は「ころんだら 3 年きりしか生きられない」というさんねん
峠であやまって転んでハラボジ（おじいさん）が救済される民話である。ハ
ラボジの苦境をみんなが関心を持って励ますところと、「1 度転べば 3 年生


















ために─川崎市ふれあい館 20 周年事業報告書（’88 〜 ’07）』2008 年。
・共住懇「このまちの未来を考える　OKUBO　多文化コミュニケーション情報
紙」2012 年。







表）[2012 年 8 月 23 日 ]。






























バリゼーション下の苦闘─ 21 世紀世界像の探求』大月書店、1999 年。
・金東勲「共生時代と民族的マイノリティの教育〜「四・二四」の歴史的今日的
意義をふまえて〜」民族教育ネットワーク編『民族教育と共生社会─阪神教育















　クラスメイトは外国人─多文化共生 20 の物語』明石書店、2009 年。
【インターネット】
・文部科学省ホームページ　http://www.mext.go.jp/（参照：2012 年 9 月 25 日）
・厚生労働省ホームページ　http://www.mhlw.go.jp/（参照：2012 年 9 月 25 日）
　なお、本稿は学会で頂いたコメント、質問を踏まえて加筆修正し、卒業論文と
して完成させたのち、高橋多瑛子編『今泉ゼミ卒業論文集』（今泉セミ、2013 年
刊行予定）に掲載する予定である。
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